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「枯れた技術」という言葉があります。これは、古くても広く使われて洗練され、

信頼性が高まった技術であり、「完成度が高い」といった意味で使われています。

Microsoft Access は１９９２年に、Microsoft SQL Server は１９８９年に、それぞ

れ Ver1.0 としてリリースされました。以来、現在でも多くのユーザーに支援され

続けています。「Access のよさって何だろう？」とあらためて考えてみます。Access

はデータを保存、管理するリレーショナルデータベース管理ソフトウェアで、デー

タ入力や表示を行う画面や帳票の作成が簡単にできる機能を持っています。作成し

たデータベースファイルには、テーブル、クエリ、フォーム、レポート、マクロ、

モジュールといったオブジェクトがあり、それぞれ専用の役割でお互いに連携でき

るようになっています。また、リレーションシップにより、データの整合性が保証

されています。一方、Access のデメリットとしては、多人数での同時処理に向いて

いないことです。複数人でひとつのデータベースファイルを共有利用する場合、デ

ータ処理動作は極端に遅くなり、データベースファイル自体も破損しやすくなりま

す。けれども、テーブルオブジェクトを SQL Server に置き換えることでこれらの

デメリットは解決します。本書では、Access で作成したデータベースを SQL Server

にアップサイジングする方法や、離れた場所からデータベースに接続する VPN の

活用までを具体的に紹介します。 
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PartⅠ 顧客対応管理データベースの作成 

顧客対応管理データベースの作成方法について解説していきます。 
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データベースの新規作成 
Accessの最初の作業はデータベースファイルを作成することです。データベースファイルを新規

作成して必要なテーブル、クエリ、フォーム、レポートなどのオブジェクト作成に取り組みます。

今回制作するのは、ＣＳ（Customer Satisfaction = 顧客満足）を推進するために、顧客・ユーザ

ーからの問い合わせや苦情などを一元的に管理し、迅速・的確に対応するためのツールです。 

顧客対応管理データベースファイルの新規作成 

「顧客対応管理」データベースファイルを新規作成します。Access を起動し、［新規］メニュー

から［空のデータベース］をクリックします。 

▼Access の起動画面（Access2019） 
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［空のデータベース］ダイアログボックスが表示されますので［ファイル名］に「顧客対応管理」

と入力して、データベースの保存場所を指定します。 

 

［新しいデータベース］ダイアログボックスが表示されるので保存先を確認して［OK］をクリッ

クします。 
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最初の画面に戻るので［作成］ボタンをクリックします。 

 

「顧客対応理:データベース」が作成され、空白のテーブルが表示されます。 

 

テーブルの作成は［テーブルデザイン］機能でおこなっていくので、ここでは［×］をクリック

し、「テーブル 1」を閉じます。 
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ナビゲーションウィンドウの設定 

［ナビゲーションウィンドウ］の表示設定として［オブジェクトの種類］と［すべての Access オ

ブジェクト］にチェックを入れておきます。 

 

 

テーブルの作成 
［ナビゲーションウィンドウ］のテーブルオブジェクトとして顧客対応管理システムを構成する

「顧客マスタ」テーブル、「対応区分」テーブル、「対応履歴」テーブルを作成していきます。テ

ーブルの新規作成方法としては、必要なデータを入力してテーブル定義を自動作成する方法もあ

りますが、本書では細かい設定や修正作業がおこなえる［テーブルデザイン］で作成していきま

す。最初に「顧客マスタ」テーブルを作成します。 

 

顧客マスタテーブルの作成 

［作成］タブから［テーブル］グループの［テーブルデザイン］をクリックします。 

 

テーブルの［デザインビュー］が開きますので、次のテーブル設計書通りに作成します。 

▼「顧客マスタ」テーブルの設計書 

主キー フィールド名 データ型 フィールドサイズ 書式 IME 入力モード 

○ 顧客 ID オートナンバー型 長整数型   

 顧客名 短いテキスト 30  オン 

 ふりがな 短いテキスト 30  オン 

テーブルの作成がすんだら｛F12｝キーを押し、「顧客マスタ」として名前を付けて保存します。 
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テーブルにデータを入力する 

［ナビゲーションウィンドウ］の「顧客マスタ」テーブルをダブルクリックします。テーブルの

［データシートビュー］が開くのでデータを入力していきます。入力が終わったらテーブルを閉

じます。 

 

 

対応区分テーブルの作成 

［作成］タブから［テーブル］グループの［テーブルデザイン］をクリックします。テーブルの

［デザインビュー］が開きますので、次のテーブル設計書通りに作成します。 

▼「対応区分」テーブルの設計書 

主キー フィールド名 データ型 フィールドサイズ 書式 IME 入力モード 

○ 対応区分 ID オートナンバー型 長整数型   

 対応区分名 短いテキスト 10  オン 

テーブルの作成がすんだら、［’テーブル 1’ ×］をクリックして、名前を「対応区分」テーブル

として保存します。 
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データの入力 

［ナビゲーションウィンドウ］の「対応区分」テーブルをダブルクリックして開きます。テーブ

ルの［データシートビュー］が開くのでデータを入力していきます。入力が終わったらテーブル

を閉じます。 

 

 

対応履歴テーブルの作成 

［作成］タブから［テーブル］グループの［テーブルデザイン］をクリックして、テーブルの［デ

ザインビュー］で「対応履歴」テーブルを作成します。 

▼「対応履歴」テーブルの設計書 

主キー フィールド名 データ型 フィールドサイズ 書式 標題 IME 入力モード 

○ 対応履歴 ID オートナンバー型 長整数型    

 対応区分 ID 数値型 長整数型  対応区分  

 顧客 ID 数値型 長整数型  顧客  

 受付日付 日付/時刻型  yyyy/mm/dd  オフ 

 タイトル 短いテキスト 50   ひらがな 

 内容 長いテキスト    ひらがな 

 対応 長いテキスト    ひらがな 

 更新日 日付/時刻型  yyyy/mm/dd  オフ 

「対応区分 ID」の「ルックアップ」プロパティを以下の通り設定します。 
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「顧客 ID」の「ルックアップ」プロパティを以下の通り設定します。 

 

テーブルの作成がすんだら、［’テーブル 1’ ×］をクリックして、名前を「対応履歴」テーブル

として保存します。 

 

リレーションシップの作成 

［データベースツール］タブの［リレーションシップ］グループの［リレーションシップ］をク

リックします。 

 

リレーションシップウィンドウが開きます。［テーブルの追加］作業ウィンドウから「顧客マスタ」

「対応履歴」「対応区分」の順で選択して追加します。 
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リレーションシップは、２つのテーブル間でキーとなるフィールドをドラッグして結びつけます。

まず、「顧客マスタ」テーブルと「対応履歴」テーブル間に共通の「顧客 ID」フィールドでリレ

ーションシップを作成します。「顧客マスタ」テーブルの「顧客 ID」フィールドをドラッグして

「対応履歴」テーブルの「顧客 ID」フィールドに合わせます。ここで［リレーションシップ］ダ

イアログボックスが表示されますので［作成(C)］をクリックするとリレーションシップの設定を

示す結合線が引かれます。 

 

同様に「対応履歴」テーブルの「対応区分 ID」フィールドをドラッグして「対応区分」テーブル

の「対応区分 ID」フィールドに合わせます。ここで［リレーションシップ］ダイアログボックス

が表示されますので［作成(C)］ボタンをクリックします。 
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参照整合性の設定 

ここでは「顧客マスタ」テーブルと「対応履歴」テーブルのリレーションシップに参照整合性を

設定します。結合線上でダブルクリックして［リレーションシップ］ダイアログボックスを表示

させます。［参照整合性(E)］チェックボックスをオンにします。この状態で［フィールドの連鎖

更新(U)］と［レコードの連鎖削除(D)］のチェックボックスが使用可能になります。この両方に

もチェックを付けて［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 

参照整合性を設定すると結合線は太線となり、両端に１側と多側を示すマークが表示されます。 

 



Access読本:アップサイジング術（Access2013/2016/2019/2021/2024/Microsoft365対応） 

- 12 - 

結合線をダブルクリックして［リレーションシップ］ダイアログボックスを表示させ、「対応履歴」

テーブルと「対応区分」テーブル、のリレーションシップの［参照整合性の設定］をおこないま

す。［閉じる］  ボタンで［リレーションシップウィンドウ］を閉じます。［'リレーションシップ

'のレイアウトの変更を保存しますか？］では［はい(Y)］をクリックします。 

 

 

対応履歴フォームの作成 
対応履歴フォームは「対応履歴」テーブルを基に作成します。［ナビゲーションウィンドウ］の「対

応履歴」テーブルを選択して、［作成］タブの［フォーム］グループから［フォーム］ボタンをク

リックします。 
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新規フォームが［レイアウトビュー］で開きます。 

 

［デザインビュー］に切り替えて、「更新日」プロパティの「既定値」を「=Date()」に設定しま

す。これにより、現在日付が新規レコードの既定値となります。 
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｛F12｝キーを押し、「F 対応履歴」として名前を付けて保存します。 

 

 

データの入力 

作成した「F 対応履歴」フォームを使って、データを入力していきます。 

［表示］グループの［フォームビュー］をクリックします。 

 

［フォームビュー］に切り替わるので、次の通りにデータを入力します。 

▼１件目 
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▼２件目 

 
▼３件目 
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▼４件目 

 
▼５件目 
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▼６件目 
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コマンドボタンの作成 

データの入力ができたら、必要なコマンドボタンの作成を行います。フォームのデザインビュー

に切り替えます。［フォームフッター］セクションの高さを広げておきます。このセクション内に

［ボタン］コントロールを追加していきます。 

まず、［フォームデザイン］タブの［コントロール］グループから［その他］ボタンをクリックし

て［コントロールウィザード］はオフにしておきます。 

 

 

 

次に、［フォームデザイン］の［コントロール］グループから「ボタン」を選択して、［フォーム

フッター］セクションに配置します。 
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このボタンのプロパティシートを開いて、次の通りに設定します。 

▼登録_コマンドボタン 

プロパティ 設定値 書式 その他 

名前 登録  ○ 

標題 登録 ○  

 

 

イベントプロシージャの作成 

「登録」ボタン［プロパティシート］の［イベント］タブ［クリック時］イベントで［イベント

プロシージャ］を選択して［･･･］をクリックします。 

 

VBE（Visual Basic Editor）ウィンドウが開きます。VBE は Visual Basic という言語で記述さ

れるコードやプロシージャを新規作成したり、編集したりするための環境でマイクロソフトオフ

ィスの共通エディタツールです。 
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次のコードを入力します。 

 

VBE の［Access］ボタンをクリックして、フォームのデザインビューに戻ります。 

 

続いて、「キャンセル」ボタンを作成します。［フォームデザイン］の［コントロール］グループ

から「ボタン」を選択して、［フォームフッター］セクションの「登録」ボタンの右に配置します。 

 

このボタンのプロパティシートを開いて、次の通りに設定します。 

▼キャンセル_コマンドボタン 

プロパティ 設定値 書式 その他 

名前 キャンセル  ○ 

標題 キャンセル ○  
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「キャンセル」ボタン［プロパティシート］の［イベント］タブ［クリック時］イベントで［イ

ベントプロシージャ］を選択して［･･･］をクリックします。 

 

VBE（Visual Basic Editor）ウィンドウが開くので、次のコードを入力します。 

 

VBE の［Access］ボタンをクリックして、フォームのデザインビューに戻ります。 
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同様に、「削除」ボタンを作成します。 

 

▼削除_コマンドボタン 

プロパティ 設定値 書式 その他 

名前 削除  ○ 

標題 削除 ○  

 

VBE ウィンドウでは、次のコードを入力します。 
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続けて、「印刷」ボタンを作成します。 

 

▼印刷_コマンドボタン 

プロパティ 設定値 書式 その他 

名前 印刷  ○ 

標題 印刷 ○  

 

VBE ウィンドウでは、次のコードを入力します。 

 

続いて「閉じる」ボタンを作成します。 
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▼閉じる_コマンドボタン 

プロパティ 設定値 書式 その他 

名前 閉じる  ○ 

標題 閉じる ○  

 

「閉じる」ボタン［プロパティシート］の［イベント］タブ［クリック時］イベントで［イベン

トプロシージャ］を選択して［･･･］をクリックします。VBE ウィンドウが開くので、次のコー

ドを入力します。 

 

 

VBE の［Access］ボタンをクリックして、フォームのデザインビューに戻ります。 

 

［フォームフッター］セクション内のボタンを複数選択して、［プロパティシート］で次の通り設

定します。 

 

 



Access読本:アップサイジング術（Access2013/2016/2019/2021/2024/Microsoft365対応） 

- 25 - 

 ▼複数のオブジェクト 

プロパティ 設定値 書式 その他 

幅 3cm ○  

高さ 1cm: ○  

 

フォームビューに切り替えて動作を確認します。「閉じる」ボタンをクリックしてフォームの変更

を保存します。 
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顧客マスタフォームの作成 
顧客マスタフォームはデータシートビューで開くようにします。 

［ナビゲーションウィンドウ］の「顧客マスタ」テーブルを選択して、［作成］タブの［フォーム］

グループから［フォームウィザード］ボタンをクリックします。 

 

 

［フォームウィザード］が開きます。ここでは［>>］キーで、すべてのフィールドを［選択した

フィールド(S)］に移動します。 

 

［次へ］ボタンをクリックします。 
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フォームのレイアウトでは［データシート］を選択して［次へ］をクリックします。 

 

フォーム名は「F 顧客マスタ」として［完了(F)］をクリックします。 

 

「F 顧客マスタ」フォームがデータシートで表示されているのを確認して、閉じます。 
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対応履歴一覧クエリの作成 
「対応履歴」テーブルに入力されたデータを一覧するクエリを作成します。 

［作成］タブの［クエリ］グループから［クエリデザイン］を選択します。 

 

［テーブルの表示］ダイアログボックスから「顧客マスタ」、「対応履歴」、「対応区分」の順でク

エリのデザインビューに追加します。リレーションシップが設定されているので、テーブル間に

結合線が自動表示されます。確認できたら［テーブルの表示］ダイアログボックスを閉じます。 

 

表示するフィールドの登録や並べ替えを設定する［デザイングリッド］は次の通りとします。 
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［表示］グループの［データシートビュー］をクリックします。 

 

結果を確認したら、｛F12｝キーを押して「Q 対応履歴一覧」で名前を付けて保存して閉じます。 

 

 

対応履歴一覧レポートの作成 
「Q 対応履歴一覧」クエリを基にしてレポートを作成します。［ナビゲーションウィンドウ］の「Q

対応履歴一覧」を選択して、［作成］タブから［レポート］グループの［レポート］ボタンをクリ

ックします。 
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作成したレポートが［レイアウトビュー］で開きます。 

 

ここでは、［表示］グループの［デザインビュー］に切り替えてレイアウト調整を行います。 
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［レポートヘッダー］セクションのラベルを「顧客対応履歴一覧」に修正します。 

 

［ページヘッダー］セクションにある［レイアウトセレクタ］ボタンをクリックして、レイアウ

トの枠線を強調表示させ、［配置］タブの［テーブル］グループから［レイアウトの削除］をクリ

ックします。 

 

不要なコントロールを削除します。｛Shift｝キーでコントロールを複数選択して、キーボードの

｛Delete｝キーを押します。 
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［ページフッター］ならびに［レポートフッター］セクション内のコントロールがなくなったの

で、それぞれのセクションの「高さ」プロパティを「0cm」にします。 

 

［ページヘッダー］、［詳細］セクションのコントロールを複数選択して、左に移動します。 

 

各コントロールのサイズやレイアウトを調整します。 

 

「更新日」テキストボックスの［文字配置］プロパティは「左」にします。 
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［ページヘッダー］、［詳細］セクションのコントロールを複数選択して、枠線を［透明］に設定

して左に移動します。［書式］タブの［コントロールの書式設定］グループから［図形の枠線］で

［透明］をクリックします。 

 

表題部分の文字を強調表示にします。［ページヘッダー］セクションの各コントロールを選択して

［書式］タブの［フォント］グループから［B］ボタンをクリックして太字に変更します。 
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［ホーム］タブの［表示］グループから［印刷プレビュー］をクリックして結果を確認します。

｛F12｝キーで「R 対応履歴一覧」として名前を付けて保存し、閉じます。 

 

 

対応履歴レポートの作成 
［ナビゲーションウィンドウ］の［作成］タブから［レポート］グループの［レポートデザイン］

ボタンをクリックします。 
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レポートの［デザインビュー］が表示されます。［プロパティシート］の［レコードソース］を「対

応履歴」に設定します。 

 

［レポートデザイン］タブの［ツール］グループから［既存のフィールドの追加］をクリックし

ます。「対応履歴 ID」以外の複数フィールドをドラッグ選択して［詳細］セクションにドロップ

します。 
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［詳細］セクション内のコントロールの配置を調整します。 

 

［ページヘッダー］セクションに［ラベル］コントロールを追加します。 

 

ラベルの標題を「対応履歴」として、フォントサイズを「24」にします。 
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［ページ設定］タブの［ページレイアウト］グループから［ページ設定］をクリックして余白を

すべて「20」に設定します。 

 

［ページフッター］セクションの［高さ］プロパティを「0cm」にして、［ホーム］タブの［表示］

グループから［印刷プレビュー］をクリックします。 

確認後、｛F12｝キーで、「R 対応履歴」として名前を付けて保存し、レポートを閉じます。 

 

 


